
『読書感想文が終わらない！』
額賀澪／作 satsuki／絵 ポプラ社

読書感想文に悩む５人の小学生が、それ

ぞれ夏休みに学校の図書室を訪ねます。そ

こで出会った中学生のフミちゃんは、読書感

想文は「自分のことを書く作文」だと教えてく

れます。「書く」ことを通じて、一人ひとりが自

分の本当の気持ちに気づいていきます。

『肥後の石工』
今西祐行／作 岩波書店

江戸時代、橋をつくった石工たちは、城のひ

みつを守るため、工事が終わると命をねらわ

れました。ひとり生き残った石工頭の三五郎

は、身代わりにころされた男への罪悪感に苦

しみながらも、その知識と技術を生かし、急流

に橋をかける大工事にとりかかります。

『バレエをおどりたかった馬』
Ｈ．ストルテンベルグ／作 菱木晃子／訳
さとうあや／絵 福音館書店

いなかでくらしていた馬は、旅のバレエ

団にあこがれて、町のバレエ学校に入学

しました。毎日へとへとになりながら、む

ずかしいステップやジャンプの練習をしま

す。馬はりっぱなバレエダンサーになれ

るでしょうか。

『子どもに語る日本の昔話①』
稲田和子・筒井悦子／著 こぐま社

「舌切りすずめ」や「大工と鬼六」など、

日本各地に伝わる昔話を集めた本です。

こわいお話、ゆかいなお話、ふしぎなお

話など、いろいろなお話を読むことがで

きます。声に出して読むのもおすすめで

す。※シリーズあり。

『ドアのむこうの国へのパスポート』
トンケ・ドラフト＆リンデルト・クロムハウト／作
リンデ・ファース／絵 西村由美／訳 岩波書店

作家のラヴィニアの家には、不思議なドア

がありました。ドアのむこうには国があり、

大使の許可がなければ中に入れないという

のです。ラウレンゾーとクラスのみんなは、

大使からの課題に取り組むうちに、少しず

つおたがいのことを理解していきます。

５・６年生のみなさんへ

『世界でいちばんリクエストのおおい
くつ屋さん』
十河孝男・十河ヒロ子／文 本田亮／絵 合同出版

そごうさんは、友だちに「転びにくいくつ」を

作ってほしいとたのまれました。２年間、500

人以上の足を観察してようやく完成させまし

たが、他にもくつの悩みを持っている人がい

ることに気づきます。

『チョコレート王と黒い手のカイ』
ヴォルフ・ドゥリアン／作 シャーロッテ・パノフスキー／挿絵
石川素子／訳 徳間書店

チョコレート王が「広告王を求む」という新聞広

告を出しました。名乗りをあげたのは「黒い手団」

のリーダーであるカイと、宣伝のプロであるクバ

ルスキー氏です。カイと仲間たちは、広告王の座

をかけて、クバルスキー氏と勝負に挑みます。

『合言葉はフリンドル！』
アンドリュー・クレメンツ／著 田中奈津子／訳 講談社

ニックは、ペンを「フリンドル」という新しい言

葉で呼ぶことを思いつきます。ニックが発明

した言葉は、たちまち学校じゅうで大流行。

厳格な国語のグレンジャー先生はやめさせ

ようとしますが、騒ぎは町じゅう、ついにはア

メリカじゅうへと広まります。 ※続編あり

『世界の納豆をめぐる探検』
高野秀行／文・写真 スケラッコ／絵 福音館書店

納豆を食べる国は日本だけではありま

せん。ミャンマーでは「せんべい」のような

納豆を食べ、アフリカでは大きな木の実か

ら納豆を作ります。納豆をこよなく愛する

著者が、さまざまな国の納豆の作り方や

食べ方を紹介します。

『ひき石と24丁のとうふ』
大西暢夫／著 アリス館

岩手県の山奥で豆腐屋を営む、90歳の

ミナさん。朝早くから、「ひき石」で６時間か

けて大豆をひいたあと、いくつもの作業を

して、ようやく24丁の豆腐ができあがりま

す。昔ながらの味を伝えるミナさんの豆腐

づくりを追った写真絵本です。
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